
学年の締めくくりをしっかりと！
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～高い志をもち、互いに磨き合い、よりよい自分を求めていく生徒の育成～

朝 風 平成２９年２月２１日

先日の今年度最後のＰＴＡには、たくさんの保護者の方々がお出でくださり、ありがとうご
ざいました。早いもので、２月もまもなく終わろうとしています。今後の学年の登校日数は、
１・２年生が１９日、３年生が１４日となっています。生徒達にとっても私たち教職員にとっ
ても、学年最後の締めくくりをする時期となりました。
３年生は、高校に願書を提出し、いよいよ受験が目前に迫ってきました。面接練習も始まっ

ています。今の時期は、健康管理に十分気をつけ、本番で力が発揮できるような生活リズムを
つくることが大事です。学習面では、新しい問題に挑戦するよりも、今までの学習の見直しを
し、これまでの頑張りに自信をもって受験に臨んでほしいと思います。
１、２年生は、来週期末テストを控えています。今の学年で必要とされる学力をしっかりと

身に付けて、次の学年に進級するためにも、目標をしっかりと持ち、頑張ってほしいと思いま
す。

新入生体験入学実施
１３日に、角間川小学校と藤木小学校の６年生が本校を訪れ体験入学を行いました。来年度

角間川小学校からは１０人、藤木小学校からは１４人が本校に入学予定です。大曲南地区では、
環境オープンスクールを継続して実施しており、小学校５年生からすでに中学生との合同授業
を経験しています。それが、小学校と中学校との円滑な接続につながっており、小学生は安心
して中学校に入学できている気がします。両小学校の子ども達は、先輩達の授業を参観したり、
中学校の生活についての話を聞いたりしました。また、一緒に中学校の英語の授業を受け、交
流し合うよい機会になりました。 明るく元気な子ども達の入学が、とても楽しみです。

２月の読み聞かせ

１年生 伊藤 修子 さん ２年生 後藤高仁 先生 ３年生 齊藤 明 先生
「ゆきおなご」 「ポッチの考えていること」 「はらぺこあおむし」

生徒から、「小さい頃に読んでもらった本でも、中学生になってから聞くと感じ方が違って
おもしろい」という感想がありました。絵本は大人でも十分に心に響きます。読み聞かせを通
して、いろいろな先生や地域の人とコミュニケーションを取ることができたり、いろいろな価
値に触れる時間にもなったようです。今後も、生徒達に豊かな心を育むために「読み聞かせ」
を継続していきたいと思っています。


